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－ｉｎ”Ｔａ・ｍｂｕｒｌａｉｎｅｔｈｅ Ｇｒｅａｒ’－

序

　　　　

論

　　

最近， Ｃａｌｖｉｎ Ｈｏ昼ｍａｎ

　

が， Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ＝Ｍａｒｌｏｗｅ

　

を力説して話題を賑わし， Ｓｉｒ Ｔｈｏｍａｓ

Ｗａｌｓｉｎｇｈａｍ の墓発きをした事は有名なことであり， 記憶に新たである。 もっとも， この度の墓発

きは失敗 したが， 過去， 例えば， １８９７年の

　

Ｗ．Ｇ．Ｚｉｅｇｌａｒ

　

の様に， この様な説が， 時 ，々 出現し

た。 しかし， その度に， ある程度の説得力を持ち， 人の心を奪っている。 その第一の理由は， 先ず

Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ の代替人がほかならぬこの Ｃ．Ｍａｒｌｏｗｅ であるからだ。 この度の Ｈｏ賃ｍａｎ の力説し

ようとしている点は， 次に， 生年月日の問題であり， Ｍａｒｌｏｗｅ は実は例の Ｄｅｐｔｆｏｒｄで殺害されて

いないというのである１）
。 即ち， Ｓｉｒ釈了ａｌｓｉｎｇｈａｍ が， そこで Ｍａｒｌｏｗｅが殺害されたようにし， 彼

を墓穴に入れた事にして， 地下にもぐらせた， というのである。

　

Ｍａｒｌｏｗｅ が殺害されてから４ケ月後の１５９３年９月 に， Ｗｉｌｌｉａｍ ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 作と扉に記入さ

れた “”のｚ“ｓα７ｚｄＡｄの２Ｚｒ が世に出たが， この Ｗ．Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅという名前が出たのは， これが最

初だと力説し， さらに，Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの３０歳までの生涯の記録は皆無に等しい， と述べている事は

周知の通りである。

　　

Ａ１ｆｒｅｄ Ｈａｒｔ や， その他の人々が， 語学的見地から論文その他で， この説に反対している様で

ある。

　　

この小論は， 以上の問題にも関連してくるが， 紙面の都合上， 彼の２３歳の時の力作

　

”丁αフル

み“γＺＱＺ肥 り２ｅＧγｍｒ の第一部だけを研究の対称とし，文学的に， 宗教的に， 生理学・地理学的に分

析， 考察し， 一般に考えられている様な， 流血， 征服慾， 或は， 倣然たろ大獅子肌といった表面的

なものではなくて， もっと， 彼独自の， 詩人としての想像力， パノラマ式の心像（ｉｍａｇｅｒｙ＝ｍｅｎｔａｌ

ｉｍａｇｅｓ） を解明し， 彼の論理的構成形式を把握して， ルネッサンス万能の気風を最大限に発揮し，

英文学史上画期的な地位を確保しているこの作品を再評価したい， というのが主たる目的である。

　　

なお， この論文は， 昭和３３年以来， 発表して来た

　

Ｃ．Ｍａｒｌｏｗｅ に関する一貫した研究の一部

である１－５）

１． ギリシヤ・ローマ悲劇の影響

　　

この作品“７１のれ加γなぜ“ｅｚ庇 Ｇだα は， 前に述べた様に， 再度，Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅに擬せられる程

の天才詩人， 天才劇作家， Ｃ，Ｍａｒｌｏｗ が， わずか２３歳か２４１｝歳の頃， 即ち， １５８７－８年の冬にア

ジアの英雄 Ｔｉｍｄｒ

　

の伝記を骨子として， 超人的野望， 征服慾を主題として， 第一部五幕を完成し

た。 続いて， 第二部五幕が創作され， のべ４，６２８行の５音歩無韻詩，Ｂ１ａｎｋＶｅｒｓｅ から出来ている。

－
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この様に，Ｔｉｍｄｒの伝記に依拠しているが， 第一に彼のｉｍａｇｅｒｙ の骨格となっているローマ・

ギリシャの影響を比較検討し， 考察してゆきたいと思う。 第一部全体の中で， これに関係している

ものを列挙すると，

　

（１） ギリシャ的依拠

　　

工１． ｖｉｉ．１８～２９．その他……Ａｒｉｓｔｏｔｌｅ の思想

　　

工１工． ｉｉｉ．１０４． Ｈａｒｃｕｌｅｓ… …Ｐｉｎｄｅｒ，Ｎｅｍ．１．神話

　　

口１．

　

ｉｉｉ．１０９． Ｔｙｐｈｏｎ’ｓ

　

ｌｏｉｎｓ… …Ｈｅｓｉｏｄ

　

の

　

ｔｈｅｏｇ．３０６什．

　　

工Ｖ．

　

ｉｉ． ４９． Ｃ１ｙｍｅｎｅｓｂｒａｉｎｓｉｃｋｓｏ・ …・・日神 Ｈｅｌｉｏ の子．神話

　　

ｌｖ，

　

ｉｉ． ９６．Ｐ１ａｔｏ，Ｓ Ｗｏｎｄｒｏｕｓ ｙｅａｒ．．ｒ…Ｐ１ａｔｏ ”Ｔメプア２４α‘ず６）３９， Ｄ．

　　

ＩＶ，

　

ｉｖ．

　

９．Ｊａｓ。ｎ Ｃｏｌｃｈｏｓ’ｇｏｌｄｅｎＨｅｅｃｅ．……ギリシャ伝説

　　

ＩＶ，

　

ｉｖ． １７． Ｙｅ Ｆｕｒｉｅｓ，ｔｈａｔｃａｎ ｍａｋｅ……Ｍｕｓａｅｕｓ．
”Ｈｅｍ αフメ Ｌｅα’２ｄｅ〆，の最初の個所

　　

ＩＶ． ｉｖ． ２４．Ｐｒｏｇｎｅ．……ギリシャ神話の Ｐｈｉｌｏｍｅｌａ の妹 Ｐｒｏｃｎｅ の事

　　

Ｖ，． ｉｉ．２３１，ｄａｒｋｎｅｓｓ ｗｉｔｈｈｅｒｒｕｓｔｙｃｏａｃｈ・・二…上記 “鼠ｅｍ αフメ ムｅ”７２ｄｅ〆’

　　　

Ｖ．

　

ｉｉ．２７１．ｃｈｅｃｋｔｈｅｇｒｏｕｎｄ……同上．工１．１４３～４．

　

（２） ローマ的依拠

　　

１１． ｖｉｉ． １３ ｔｈｅｅｌｄｅｓｔｓｏｎ 。ｆｈｅａｖｅｎｌｙ ｏｐｓ．……ｏｖｉｄ が書いた Ｊｏｖｅ の生涯の影響あり。

　　

１１１． ｉｉｉ．１０４． Ｈｅｒｃｕｌｅｓ… …ｏｖｉｄ， Ｎ１ｅｔａｍ．
７）ＩＸ．１８２ 畳．及び １３６Ｈ．

　　　

Ｖ．

　

ｉｉ． ７０． Ｔｈｅｓｓａｌｉａｎ

　

ｄｒｕｇｓ… …ｏｖｉｄ，
Ｎ［ｅｔａｍ． ＶＩＩ．２６４．

８）

　　

ＩＶ．

　

ｉｉ． ４９．Ｐｈａｅｔｈｏｎ……ｏｖｉｄ，Ｎ１ｅｔａｍ．１．７５０昼． 及び エ１．１～３６６．

　　

工Ｖ． ｉｉｉ．

　

４． Ｃｅｐｈａｌｕｓ…‐‐ｏｖｉｄ， Ｎ１ｅｔａｍ．ｖｉｉ．７６２Ｈ， 及び ｖｉ．６８１．

　　

工Ｖ． ｉｖ． １７．Ｆｕｒｉｅｓ……ｏｖｉｄ，Ｎ１ｅｔａｍ．ＩＶ，４５０”．
９）

　　

ＩＶ・

　

ｉｖ・

　

２４・Ｔｈｒ呉ｃｉａｎ Ｋｉｎｇ……ｏｖｉｄ，～１ｅｔａｍ・５６５．

　　　

Ｖ．・ｉｉ．１７１．Ｓｔｙｘ……Ｖｉｒｇｉｌ

　

の使用する用語

　　　

Ｖ．

　

ｉｉ．１９３．ｔｈｅ Ｓｔｙｇｉａｎ ｓｎａｋｓ……ｏｖｉｄ．Ｎ１ｅｔａｍ．ＩＶ，４９０．

　　　

Ｖ．

　

ｉｉ．２３１．ｄｒａｋｎｅｓｓ Ｗｉｔｈｈｅｒｒｕｓｔｙｃｏａｃｈ……Ｖｉｒｇｉｌ．Ａｅｎｅｉｄ．Ｖ．７２１．

　　　

Ｖ．

　

ｉｉ．３１８，Ｔｕｒｎｕｓ

　

’
ｇａｉｎｓｔ Ａｅｎｅａｓｄｉｄ……Ｖｉｒｇｉｌ．Ａｅｎｅｉｄ．ＶＩ．

　　

Ｖ．

　

ｉｉ．１９３，ｔｈｅｓｔｙｇｉａｎｓｎａｋｓ．……ｏｖｉｄ

　

の他 Ｓｅｎｅｃａ． Ｄｅｌｒａｌｌｌ．３５・５，

　　

上記の中には直接引用した用語４まかりでなく， 彼が参照したもの， 即ち， 創作の際心像に画い

ていたものも入っている。 各分野に別れる複雑なこの心像は， 作者を地下にもぐらせて， 偽名を使

用したとしても覆い隠せるものではない。

　　

彼が１５７９年１月１４日

　

ＫｉｎｇｓＳｃｈｏｏｌ に入学し， Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ 大学の

　

ＣｏｒｐｕｓＣｈｒｉｓｔｉＣｏｌｌｅｇｅ

時代， 更に， Ｍ．Ａ．授与までの履歴と， 上記の作品個所とを比較検討した場合， 結論としていえる

事は， Ｍａｒｌｏｗｅ は Ａｒｉｓｔ。ｔｌｅ主義者であり， ローマよりはむしろ， ギリシャ的精神の持主であった

という事である。

　　

周知の通り， Ａｒｉｓｔ。ｔｌｅの説では， Ｄｒａｍａとは， 模倣する事であり，ｒｈｙｔｈｍ を愛することであ

る。 叉， ギリシャの悲劇作家， 例えば， Ａｉｓｃｈｙｌｏｓ，Ｓｏｐｈｏｋｌｅｓ，Ｅｕｒｉｐｉｄｅｓ，Ａｒｉｓｔｏｐｈａｎｅｓたちが，作

品の題材を， 慣習通り， 神話伝説から取材したが， Ｍａｒｌ。Ｗｅは， 実在の人物 Ｔｉｍ日ｒ の生涯にそれ

を求め， この作品の Ｐｒｏｌｏｇｕｅ で述べている様に， 今迄の 「歌を歌っても親譲りの才能しかない輩

の跳ね飛び踊りの気分から， 或は叉， 田舎者なら金を出してやる様なうのぼれた思いつきから脱皮

して」９） これが悲劇の亀鑑であると大言壮語して， ロンドンの舞台から世に問うた一大野心作なの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

３４ 【



Ｃ．Ｎ［ａｒｌｏｗｅ

　

の １ｌｈａｇｅｒｙ

である。ｒｈｙｔｈｍ と ｃｏｎｃｅｉｔｓ を骨子として， 実在人物を同化融合し， 最高度に達した点に於て再生

しようとしたところに， 彼独自の芸術性を発見するのである。

　　

この作品を一層明瞭なものとするためには， 上記まで遡る必要があり， 更には，Ａｒｉｓｔｏｔｌｅより

は，Ａｐｐｏｌｌｏｎｉａの教義まで遡って究明する必要がある様だ。

　　

ギリシャは， キリスト教以前のものであるから， この様に 大きな 影響を 受けていた

　

Ｍａｒｌｏｗｅ

が， 容易に Ｃｈｒｉｓｔｉａｎ の世界に入れるとは考えられない。 それに Ａｒｉｓｔｏｔｅｌｉａｎｉｓｍ５）が拍車をかけて

いる。

　

ギリシア的精神とは， キリスト教に反対し， 反動的であり， 反宗教的な要素を含んでいる。 こ

の事は， Ｍａｒｌｏｗｅ

　

が無神論者だと いわれた問題を解決するのに重要な一つの鍵ともなろう。 この

ｉｍａｇｅｒｙ については後程述べる事にする。

　　

さて， 彼の依拠しているのは， 上記のものの他に まず考えられる事は， Ｐｅｄｒｏ Ｍｅｘｉａ（１４９６～

１５５２） があり， 更に， Ｅｄｍｕｎｄ ｓｐｅｎｓｅｒ が挙げられると思う。

　　

例えば，
“猛”ガメｅ ２αα〃〆’ の １．ｉ．さこ登場する

　

Ｅｒｒｏｕｒｓ，或は叉， Ｖ．ｉｉ．１９３，Ｖ．ｉｉ，２３１ などの

ｉｍａｇｅｒｙ

　

は，
Ｍａｒｌｏｗｅ のこの作品の

　

Ｖ．ｉｉ，１９２‐５，或は， Ｖ．ｉｉ．２３１と全く同一である。

Ｅｒｒｏｕｒｓ（１．ｉ．ｘｖｉｉｉ）（迷妄） の様子を， Ｓｐｅｎｓｅｒは次の様に述べている。

　

Ｔｈｅｒｅ ｗｉｔｈｓｈｅｓｐｅｗｄ ｏｕｔｏｆｈｅｒ６１ｔｈｉｅ ｍＬａｗ

　

Ａ 丑ｏｕｄｏｆＰｏｙｓｏｎ ｈｏｒｒｉｂｌｅ
・
ａｎｄｂｌａｃｌ｛ｅ，

　

ＦｕｌｌｏｆｇｒｅａｔｌｕｍｐｓｏｆａｅｓｈａｎｄｇｏｂｂｅｔＳｒａｗ，

　

ｗｈｉｃｈｓｔｕｎｃｋ ｓ。 ｖｉｄｌｙ，ｔｈａｔｉｔｆ。ｒｓｔｈｉｍ ｓｌａｃｋｅ

　

Ｈｉｓｇｒａｓｐｉｎｇ ｈｏｌｄ，ａｎｄｆｒｏｍ ｈｅｒｔｕｒｎｅ ｈｉｍ ｂａｃｋｅ．（１．ｉ，ｘｘ）

　

（そこで， 怪獣は， 汚ない胃袋の中から， 大きな肉の魂や生の肉の小片がーばい入っている恐ろ

　

しい真黒な毒汁を吐き出した。）更に，ｘｘｉｉでは，

　　　　

Ｔｈｅｓａｌｍｅ ｓｏ ｓｏｒｅ ａｎｎｏｙｅｄ ｈａｓｔｈｅ

　

ｋｎｉｇｈｔ，

　　　

Ｔｈａｔ， ｗｅｌｎｉｇｈ ｃｈｏｋｅｄ ｗｉｔｈｔｈｅｄｅａｄｌｙｓｔｉｎｋｅ，

　　　　

Ｈｉｓｆｏｒｃｅｓｆａｉｌｅ，ｎｅ

　

ｃａｎ ｎｏ

　

ｌｅｎｇｅｒ

　

行ｇｈｔ；

　

（その騎士はそれに非常に悩まされ， 恐ろしい悪臭のため窒息されて力が衰え， 闘う事さえ出来

ない程であった。） これにたいして， Ｍａｒｌｏｗｅ の表現は，

　

Ｂａｉ． ０ ｌｉｆｅ， ｍｏｒｅｌｏａｔｈｓｏｍｅｔｏ ｍｙ ｖｅｘｅｄｔｈｏｕｇｔｓ

　　　　　

Ｔｈａｎ

　

ｎｏｉｓｏ］ｍｅ ｐａｒｂｒｅａｋ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ ｓｔｙｇｉａｎ ｓｎａｋｅｓ

　　　　　

ＶＶｈｉｃｈ行１ｌｓｔｈｅｎｏｏｋｓｏｆｈｅｌｌｗｉｔｈｓｔａｎｄｉｎｇ ａｌｒ，

　　　

工ｎｆｅｃｔｉｎｇ ａｌｌｔｈｅｇｈｏｓｔｓ ｗｉｔｈｃｕｒｌｅｓｓｇｒｉｅｔｓ！（Ｖ．ｉｉ．１９２‐５）

　

（おう， 生きる事， それは， あの立ちこめる空気と共に， 地獄の隅々まで満し， あらゆる亡霊た

　

ちに不治の苦痛を感染している三途の川の蛇たちの， 悪臭あるヘ ドよりも， もっと， この悩める

心にとっては胸わろくなるものだ。）

　

以上の様に， ローマ， ギリシャの精神を骨子として， その知識を複雑精妙な技巧で導入し， 作

品全体に宗教的次元を与え， 宗教的背景を創作しようとしたのである。

２，

　

宇

　　

宙

　　

観

　

Ｍａｒｌｏｗｅ の宇宙観には特種な ｉｍａｇｅｒｙ がある。 もっともこの問題と宗教観， 道徳観とは密接

な関係をもっているのであるが， 先ず考えられる事は， 万物の最高位に， Ｎａｔｕｒｅをおいている事で

－

　

３５－
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部

　

一

　

雄

ある。 そして， この Ｎａｔｕｒｅ がこの物質の世界を支配する力であり， 運命や星を支配する力であっ

て， この世の種々なる現象を作り出す最高のものである， としている。 運命とは， 運命の女神をも

考えてはいるが， やはり， 自然に支配されており， 星も， 他の影響を受け， 命令を受けて， 種々な

る事件を生み出すものである。

　　

神話においては， 神々の王であり， 天の支配者である最高の神， Ｊｏｖｅ， あるいは

　

Ｊｕｐｉｔｅｒ でさ

えも次のように自然 （Ｎａｔｕｒｅ） の下位にある。 そ して， 次の様に，

Ｔａ１ｍｂ．Ｖｖｈａｔｂｅｔｔｅｒ ｐｒｅｃｅｄｅｎｔｔｈａｎ ｍｉｇｈｔｙＪｏｖｅ？

Ｎａｔｕｒｅ，ｔｈａｔｆｒａｍ’ｄ ｕｓ

　

ｏｆｆｏｕｒ ｅｌｅｍｅｎｔｓ

頓′ａｒｒｉｎｇ ｗｉｔｈｉｎ ｏｕｒ ｂｒｅａｓｔｓｆｏｒｒｅｇｉｍｅｎｔ，

Ｄｏｔｈｔｅａｃｈ ｕｓａｌｌｔｏ ｈａｖｅ ａｓｐ・ｒ・ｎｇ ｍｉｎｄｓ：ＱＩ．ｖｉｉ．１７‐２０）

　

（最高の神 Ｊｏｖｅ

　

より優れているものは何だ？

　

自然だ。 これが吾々を四つの成分で作り， この

　

成分が， 吾々の胸の中で， 最高の地位を求めて戦っているのだが， この自然が， 吾々皆に， 大志

　

を抱く精神を持つ事を教えているのだ。）

　　

自然が， 人間を創造し，精神を与えているという ｍａｇｅｒｙを持っている。 同様な例が，第二幕，

第一場 （３６－６） その他で見られる。

　　

次に， この Ｎａｔｕｒｅ に支配されている

　

Ｆｏｒｔｕｎｅ と， Ｆｕｒｉｅｓ とを， 作者 Ｍａｒｌｏｗｅ は， 明瞭に

区別はしていない。 次の個所は， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ の捕虜となった

　

Ｂａｊａｚｅｔｈ が虐待され， 呪って言い

返している台詞であるが，

　

Ｂａｊ． Ｆａｌｌｔｏ，ａｎｄ ｎｅｖｅｒ ｍａｙｙｏｕｒ ｍｅａｔｄｉｇｅｓｔ！

　　　　　

Ｙｅ Ｆｕｒｉｅｓ，ｔｈａｔｃａｎ

　

ｍａｓｋｉｎｖｉｓｉｂｌｅ，

　　　　　

Ｄｉｖｅ

　

ｔｏ

　

ｔｈｅ

　

ｂｏｔｔｏｍ

　

ｏｆ Ａｖｅｒｎａｓ

　

ｐｏｏｌ，

　　　　　

Ａｎｄ

　

ｉｎ

　

ｙｏｕｒ

　

ｈａｎｄｓ

　

ｂｒｉｎｇ

　

ｈｅｌｌｉｓｈ

　

ｐｏｉｓｏｎ ｕｐ，

　　　　

Ａｎｄ ｓｑｕｅｅｓｅｉｔｉｎｔｈｅｃｕｐ ｏｆＴａｍｂｕｒｌａｉｎｅ！ＱＶ．ｉｖ，１６‐２０）

　

（食い始めろ， そしたら， 決してお前の肉は消化しないぞ／

　

復しうの女神よ， 人目につかぬよ

　

うに仮装出来る女神よ， 地獄の沼底にもぐって， お前の手に， 地獄の毒を持ち来り， それをタン

　

バレンの杯の中に絞り込んでくれ／）

　　

この中の 「人目につかぬようと仮装出来る女神， とは Ｆｕｒｉｅｓ のこと‘であり Ｆｏｒｔｕｎｅ のことで

あって混同した

　

ｉｍａｇｅｒｙ を持っている。 この様な ｉｍａｇｅｒｙ は

　

ｏｖｉｄ．Ａ企云”？“．工Ｖ．４５０什 から出て

いる様だ。

　　

次に， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ と星との関係は，

　

Ｃｏｓ， Ｔｈｅｎｓｔｒｉｋｅ ｕｐ，
ｄｒｕｍ：ａｎｄ ａｌｌｔｈｅｓｔａｒｓｔｈａｔ ｍａｋｅ

　　　　　　

ｔｈｅｌｏａｔｈｓｏｍｅ

　

ｃｉｒｃｌｅ

　

ｏｆ ｍｙ
ｌｏ）ｄａｔｅｄｌｉｆｅ，

　　　　　

Ｄｉｒｅｃｔ ｍｙ ｗｅａｐｏｎ ｔｏ ｈｉｓｂａｒｂａｒｏｕｓ ｈｅａｒｔ，

　　　　

Ｔｈａｔｔｈｕｓ ｏｐｐｏｓｅｔｈ ｈｉｍ ａｇａｉｎｓｔｔｈｅｇｏｄｓ ロ．ｖｉｉ３６－４０）

　

（太鼓を打ち鳴せ；彼の生誕を寿命ずけるいまわしい軌道をつくっているあらゆる星は， この様

　

に神に反抗する彼の野蛮な心臓に， 私の剣を向けさせてくれる。）

　　

の台詞で充分察知出来る。 結局， Ｎａｔｕｒｅの指令で星が主人公を支配しているが，一方，Ｎａｔｕｒｅ

が主人公を四成分で創造し， 大望を抱かせ， その結果， 主人公は神々に反抗するという過程が生ま

れてくる。

　　

この様な

　

ｉｍａｇｅｒｙ を生んだ根源は， 後に述べるシヤーマニズと， Ｓａｈｉｂ‐ｉＫｉｒａｎの意味内容か

－

　

３６－



Ｃ．Ｎ１ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

らの暗示にある。 すなわち， Ｍａｒｌｏｗｅは実在の Ｔｉｍｕｒが授与された尊号の意味を， 何らかの方法

で理解していたという事になる。

　　

ＴｉｍＧｒ は１３６９年， 明の太祖の即位した翌年， 西チヤガタイ汗国の混乱に乗じて轍起した時，

四人のサイィッ ド（マホメットの子孫）に祝福され， トランスオキシアナの唯一の実権者として， この

Ｓａｈｉｂ‐ｉＫｉｒａｎという尊号を授与されている。 この尊号の意味は， 「幸福な星の交会の際に生まれた

君主」 である。

　　

この知識を， 作者は主人公に，叉一方，戦闘力のないペルシャの王 Ｍｙｃｅｔｅｓの人物表現に利用

している。

　

Ｃｏｓ． Ｎｏｗｔｏ

　

ｂｅｒｕｌｅｄａｎｄｇｏｖｅｒｎｅｄｂｙａ ｍａｎ

　　　

Ａｔ ｗｈｏｓｅｂｉｒｔｈｄａｙ Ｃｙｎｔｈｉａｗｉｔｈ Ｓａｔｕｒｎｊｏｉｎｅｄ，

　　　

ＡｎｄＪｏｖｅ，ｔｈｅＳｕｎ，ａｎｄ Ｍｅｒｃｕｒｙ ｄｅｎｉｅｄ

　　　　

Ｔｏ ｓｈｅｄｔｈｅｉｒｉｎ負ｕｅｎｃｅｉｎ ｈｉｓ負ｃｋｌｅｂｒａｉｎ！

　

｛今や， ある男（＝Ｍｙｃｅｔｅｓ）に支配され， 統治されてはいるが， その男が誕生する時には， 月が

　

土星と結合したので，Ｊｏｖｅや， 太陽や， Ｍｅｒｃｕｒｙが自分たちの力を， その男の脳に流し込む事を

拒否したのだ。）

　　

ところが， 主人公 Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ は， Ｎａｔｕｒｅに余り鼓舞されて， 神以上にある王座へと慾望が

高まる。 始めは， 「私は， 神々の様に不滅になりたい。」（Ｔａｍｂ．Ｍａｙｗｅｂｅｃｏｍｅｉｍｍｏｒｔａｌｌｉｋｅｔｈｅ

Ｇｏｄｓ．１．ｉｉ．２００） と， 未だ神に依存している範囲内で展開 してゆく。

Ｔａｍｂ． Ｄｒａｗｆｏｒｔｈｔｈｙｓｗｏｒｄ，ｔｈｏｕ ｍｉｇｈｔｙ ｍａｎ ａｔａｒｍｓ，

　　　　

ｌｎｔｅｎｄｉｎｇ ｂｕｔｔｏ ｒａｚｅ ｍｙ ｃｈａｒｍｅｄｓｋｉｎ

　　　　

ＡｎｄＪｏｖｅｈｉｍｓｅｌｆｗｉｌｌｓｔｒｅｔｃｈ ｈｉｓｈａｎｄｆｒｏｍ ｈｅａｖｅｎ

　　　　

Ｔｏ ｗａｒｄｔｈｅ

　

ｂｌｏｗ，ａｎｄｓｈｉｅｌｄ ｍｅｓａｆｅｆｒｏｍ ｈａｒｍ，

　

（お前の叙で突いて来い， 汝勇武なる将兵よ， 魔法で守られている私の皮ふをけずるつもりで，

　

だが， そうすると，Ｊｏｖｅ が， 自ら， 天から手をさしのべて， その一撃をほかにそらして しまい，

私を安全に守ってくれて， 傷一つ与えない様にしてくれる。）

　　

ところが，Ｔｈｅｒｉｄａｍａｓに， 「神の使である Ｈｅｒｍｅｓでさえ， あなたほどに， 感動的に説得する

事は出来ないだろう」（ＮｏｔＨｅｒｍｅｓ，ｐｒｏｌｏｃｕｔｏｒｔｏｔｈｅｇｏｄｓ！／Ｃｏｕｌｄ ｕｓｅｐｅｒｓｕａｓｉｏｎｓ ｍｏｒｅｐａｔｈｅ‐

ｔｉｃａｌ．１．ｉｉ，２１９－２００） と煽てられて， 予言の神が彼の心の中に定住していると信じ（１．ｉｉ．２１１‐２），「私

の肉体が四成分に変り， 魂と共に，天界の王座を熱望する」（ｏｕｒｂｏｄｉｅｓｔｕｒｎｔｏｅｌｅｍｅｎｔｓ，／ａｎｄｂｏｔｈ

ｏｕｒｓｏｕｌｓ ａｓｐｉｒｅ ｃｅｌｅｓｔｉａｌｔ虚ｏｎｅｓ．１．ｉｉ．２３５‐６） ようになってしまう。 この時のｉｍａｇｅｒｙ には後に

述べる様に， 成分の重量を意識し， 鋭い言語意識が内在している。

　

その後， 王位と神とを比較して， 人類を征服しようという野慾を抱く。

Ｕｓｍ． Ｔｏｂｅａ Ｋｉｎｇ，ｉｓｈａｌｆｔｏ ｂｅａ ｇｏｄ．

Ｔａｍｂ． Ａ ｇｏｄｉｓ ｎｏｔｓｏ ｇｌｏｒｉｏｕｓ ａｓ ａ Ｋｉｎｇ：

　　　

ｌｔｈｉｎｋｔｈｅｐｌｅａｓｕｒｅｔｈｅｙｅｎｊｏｙｉｎ ｈｅａｖｅｎ，

　　　　

Ｃａｎｎｏｔｃｏｍｐａｒｅ ｗｉｔｈ Ｋｉｎｇｌｙｊｏｙｓｉｎｅａｒｔｈ：Ｑ１，ｖ，５６－５９）

　

（ウスムカセン，
「王になるという事は， 半ば， 神になることだ。」 タンバレン 「神とは王ほど輝

　

かしいものではない：神々が天で楽しんでいる快びは， 地上での王の快びと比較出来るものでは

ない。」

　　

これが第一部の大きな背景となっているｉｍａｇｅｒｙ である。 しかし， これが Ｍａｒｌｏｗｅの真意で

ｒ３７「



渡

　

部

　

一

　

雄

はない。 彼は， ギリシャ的 ｉｍａｇｅｒｙ で， 第一に Ｎａｔｕｒｅ， 次に

　

Ｆｏｒｔｕｎｅ，Ｓｔａｒ， 人間， という摂理

を創作し， 人間を征服する王が天界をも征服しようとする野望， 征服慾が， 著り購ぶる主人公の心

に芽生えたところに悲劇にのびる膝芽が存在している。 が，
“Ｄγ．層α“”“〆’ の 最後 の 台 詞 と 同 じ

ｉｍａｇｅｒｙ である。 即ち，「道ならぬ事々には，ただ驚嘆だけしておいて手を出すな。 だが， 道ならぬ

事々の深みは， この様な借越な才子らの心を誘うもの， 神様の御許しのない事はしなさるな４）） と

批判的である。

３．

　

道

　　

徳

　　

観

　　

Ｍａｒｌｏｗｅ が使用 している

　

Ｖｉｒｔｕｅ，Ｐｏｗｅｒ， Ｈｏｎｏｕｒ，Ｂｅａｕｔｙ という言語・の中には， 彼独自の

ｉｍａｇｅｒｙ がある。

Ｔｈｅｒ． Ｔｏ ｗｅａｒ ａ ｃｒｏｗｎ

　

ｅｎｃｈａｓ’ｄ ｗｉｔｈ ｐｅａｒｌａｎｄｇｏｌｄ

　　　　

Ｗアｈｏｓｅ ｖｉｒｔｕｅｓ ｃａｒｒｙ ｗｉｔｈｉｔｌｉｆｅａｎｄｄｅａｔｈ；

　　　　

Ｔｏ

　

ａｓｋ ａｎｄ ｈａｖｅ，ｃｏｍｍａｎｄａｎｄｂｅｏｂｅｙｅｄ；

　　　　

Ｗ’ｈｅｎｌｏｏｋｓｂｒｅｅｄｌｏｖｅ，ｗｉｔｈｌｏｏｋｓｔｏ ｇａｉｎｔｈｅｐｒｉｚｅ，

　　　　

Ｓｕｃｈ ｐｏｗｅｒ ａｔｔｒａｃｔｉｖｅｓｈｉｎｅｓ１ｎ ｐｒ・ｎｃｅｓ
’ｅｙｅｓ．（ｎ．ｖ．６０－５）

　

（真珠や黄金をちりばめた王冠を頂く事， その諾々の徳は， それと共に， 生と死とをもたらす；

　

要求し， 所持し， 命令し， 服従される事， 獲物を勝ち取る容姿と共に， 人から愛される容姿をし

　

ている時に， その様な力によって王の目に光がたたえられるものだ。） 更に又，

Ｔｈａｔｖｉｒｔｕｅｓｏｌｅｌｙｉｓｔｈｅｓｕｍ ｏｆｇｌｏｒｙ，

Ａｎｄｆａｓｈｉｏｎｓ ｍｅｎ ｗｉｔｈｆｒｕｅ ｎｏｂｉｌｉｔｙ．（Ｖ，ｉｉ．２６‐７）

　

（徳は専ら栄光の総計であり， 真の高潔さで男を作る。）

　　

この様に， 彼は徳と力とを混用 している。 こういうｉｍａｇｅｒｙは， 前に述べたギリシャ的思索の

結果生れたものだと考えられる。

　　

ギリシャの

　

Ｖｉｒｔｕｅ とは， 良心を中心とするキリスト教的道徳とは異なっていて， 恥と体面と

を重視 している。 かって， 虐待され虐殺されたキリス ト教信者たちは，Ｂａｊａｚｅｔｈの様に， 鑑の中に

入れられてもそれに頭を自ら打ちつけて， 脳味噌を出して自殺する様な事はしない。 この様な社会

的な恥と体面を主とする徳は・， 自然に， 力と混同されるようになり， 恥のために死ぬという考え方

或は， Ｈｏｒｅｍｒ 時代の恥意識というものは， 罪意識と変って行く。 このため名誉， Ｈｏｎｏｕｒ を重視

するという結果になり， 彼の作品の中には， この Ｈｏｎｏｕｒという用語が必要以上に出て来るのであ

る。 Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅのあの倣慢性も， 自負心と共に， 更に叉この名誉心と共に， 武士道の一部として

認められていた要素である。
Ｔａｍｂ． Ｙｏｕｒｂｉｒｔｈｓｓｈａｌｌｂｅｎｏ ｂｌｅｍｉｓｈｔｏ ｙｏｕｒｆａｍｅ；

　　　

Ｆｏｒ ｖｉｒｔｕｅｉｓｔｈｅｆｏｕｎｔ ｗｈｅｎｃｅ ｈｏｎｏｕｒｓｐｒｉｎｇｓ．（ＩＶ．ｉｖ．１３１一１）

　

（お前たちの生れは， お前たちの名声には汚点にはならぬ；何故なら， 徳が源泉であって， そこ

　

から名誉が生まれるのだ。）

　

すなわち， 生まれが羊伺いの村に卑しい者であっても， 徳， 即ち， 力があると， 名誉が湧き出

るのである。 これは， 一靴商離皮業者組合の一員であった

　

Ｊｏｈｎ の子である

　

Ｍａｒｌｏｗｅ， さらに，

大学でＢ．Ａ．を授与され， 国事に関係している彼自身の ｉｍａｇｅｒｙ であったと考えられる。

　　

もっと良い例として， 次の個所も挙げられる。 即ち， 第三幕， 第二場で， Ｚｅｎｏｃｒａｔｅ は， 頭書

の

　

Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ に対する軽蔑の念は次第になくなり， 婚約者のことも忘れて， 彼に対する感情は

一３８一



Ｃ，Ｎ１ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

彼女の心をつきせぬ， やるせない愛えと育て上げて行く （Ａｓｉｔｈａｔｈｃｈａｎｇ
’ｄ ｍｙ６ｒｓｔｃｏｎｃｅｉｖｅｄ

ｄｉｓｄａｉｎ／Ｓｉｎｃｅａｆａｒｔｈｅｒ ｐａｓｓｉｏｎ ｆｅｅｄｓ ｍｙｔｈｏｕｇｈｔｓ／Ｗｉｔｈｃｅａｓｅｌｅｓｓａｎｄｄｉｓｃｏｎｓｏｌａｔｅｃｏｎｃｅｉｔｓ．１１１．

ｉｉ．１２‐３）。 これを見て従者 Ａｇｙｄａｓ は， 彼女を諌め， 苦しみ， 恥じ，

　　　　

Ｍ［ｏｒｅ ｈｏｎｏｕｒａｎｄ１ｅｓｓ ｐａｉｎｉｔｍａｙ ｐｒｏｃｕｒｅ，

　　　

Ｔｏ ｄｉｅｂｙｔｈｉｓｒｅｓｏｌｖｅｄ ｈａｎｄｏｆｔｈｉｎｅ，

　　　

Ｔｈａｎ ｓｔａｙｔｈｅｔｏｒｍｅｎｔｓ ｈｅａｎｄ ｈｅａｖｅｎ ｈａｖｅｓｗｏｒｎ．（１ロ．ｉｉｉ．９６‐９）

　

（タンバレンや天が誓ったこの拷問を受けるよりは， この私のｒｅｓｏｌｖｅｄ…後述…した手で死んだ

方が， より名誉であり， より苦痛が少ないだろう。）

と言って自殺してしまう。 これを見て Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ の部下の Ｔｅｃｈｅｌｌｅｓ は 「何とこの男が， わが

王の意企をいいあてたことよ」（ｓｅｅｈｏｗｒｉｇｈｔｔｈｅｍａｎ／ＨａｔｈｈｉｔｔｈｅｍｅａｎｉｎｇｏｆｍｙｌｏｒｄｔｈｅＫｉｎｇ！

１１１．ｉｉｉ．１０７－８） といい， Ｕｓｕｍｃａｓａｎｅ も，

Ｆａｉｔｈ，ａｎｄ
，Ｔｅｃｈｅｌｌｅｓ，ｉｔｗａｓ ｍａｎｌｙ ｄｏｎｅ；

Ａｎｄ，ｓｉｎｃｅｈｅ ｗａｓｓｏ ｗｉｓｅａｎｄｈｏｎｏｕｒａｂｌｅ，

Ｌｅｔｕｓ

　

ａ賃ｏｒｄ ｈｉｍ ｎｏｗ ｔｈｅ ｂｅａｒｉｎｇ ｈｅｎｃｅ

Ａｎｄｃｒａｖｅｈｉｓｔｒｉｐｌｅ ｗｏｒｔｈｙ ｂｕｒｉａｌ．（１１１．ｉｉｉ．１９５‐１２）

　

（信義だ， テキリーズよ， 彼は雄々しく死んで行った。 彼は賢明であり， 名誉ある者であったか

　

ら， 彼に紋章を与え， 人より何倍も立派な埋葬をお願いしよう。）

といって， お互いに， 武士道を愛 しているのである。

　

更に，
Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ

　

が

　

Ｄａｍａｓｃｕｓ を攻囲し， 赤色で恐怖のどん落に人々をおとした時， 四人

の乙女たちを送る

　

Ｇｏｖｅｒｎｏｒ は， 名誉を再度口にして，
Ｌｏｖｅｌｙ ｖｉｒｇｉｎｓ，ｔｈｉｎｋ ｏｕｒ

　

ｃｏｕｎｔｒｙ
’ｓ

　

ｃａｒｅ

ｏｕｒｌｏｖｅｏｆｈｏｎｏｕｒ，
ｌｏａｔｈｔｏ ｂｅｅｎｔｈｒａｌｌ’ｄ

Ｔｏｆｏｒｅｉｇｎ ｐｏｗｅｒｓａｎｄ……（Ｖ．ｉ．３４－３６）

　

（可愛いい乙女達よ， 我が国の難事を， 我々の名誉を愛する事を考えて， 外国の軍隊の奴隷にな

　

ることをきらって……）

といって， 外国軍の奴隷となる事を恥としている。

　　

Ｂｅａｕｔｙ にたいする

　

ｉｍａｇｅｒｙ も Ｍａｒｌｏｗｅ 独自のものがある。 先ず， Ｂｅａｕｔｙ を ｔｈｅ Ｍｕｓｅｓの

母としている （Ｖ．ｉｉ．８１）。

　　

このｔｈｅＭｕｓｅｓとは， 周知の通り， Ｃａｌｌｉｏｐｅ（弁舌と叙事詩の神）， Ｃ１ｉｏ（史・詩・歴史）， Ｅｒａｔｏ

（恋愛詩）， Ｅｕｔｅｒｐｅ（音楽・叙情詩）， Ｍｅｌｐｏｍｅｎｅ（悲劇），Ｐｏｌｙｈｙｍｎｉａ（聖歌），Ｔｅｒｐｓｉｃｈｏｒｅ（舞踏と舞

台合唱）， Ｔｈａｌｉａ（牧歌・喜劇）， Ｕｒａｎｉａ（天文） の九人の女神のことである。 ゆえに， Ｂｅａｕｔｙ とは，

これらの神々の母， 即ち， 母体という

　

ｉｍａｇｅｒｙ で， 彼の独創的なものだ。

　　

さらに， 「美とは何だと， この私の苦 しみはいっているのだ？」 断′ｈａｔｉｓｂｅａｕｔｙ，ｓａｉｄ ｍｙｓｕｆ‐

ｆｅｒｉｎｇ，ｔｈｅｎ？ Ｖ．ｉｉ．９７） という自問自答に対して次の様に述べている。

ｌｆｔｈｅｓｅｈａｄ ｍａｄｅｏｎｅ ｐｏｅｍ’ｓ ｐｅｒｉｏｄ，

Ａｎｄａｌｌｃｏｍｂｉｎ’ｄｉｎ ｂｅａｕｔｙ
’ｓ ｗｏｒｔｈｉｎｅｓｓ，

Ｙｅｔｓｈｏｕｌｄｔｈｅｒｅ ｈｏｖｅｒｉｎｔｈｅｉｒｒｅｓｔｌｅｓｓｈｅａｄｓ

ｏｎｅｔｈｏｕｇｈｔ，ｏｎｅ ｇｒａｃｅ，ｏｎｅ ｗｏｎｄｅｒ，ａｔｔｈｅｌｅａｓｔ，

Ｗアｈｉｃｈｉｎｔｏ ｗｏｒｄｓ ｎｏ ｖｉｒｔｕｅ ｃａｎ ｄｉｇｅｓｔ．（Ｖ，ｉｉ．１％－１０）

（もし， これらのものが， 一つの詩の範囲を作り， あらゆるものが結合して， 価値ある美を作っ

ー３９「
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たとしたならば， 最後には言語では表現出来ない様なある考えが， ある恵みが， ある不可思議な

　

ものが， 彼等の頭の中をさまよい歩くだろう。）

更に， この台詞は続いて，

Ｂｕｔ ｈｏｗ

　

ｕｎｓｅｅｍｌｙ

　

ｉｓ

　

ｉｔｆｏｒ ｍＬｙｓｅｘ，

ハ４ｙｄｉｓｃｉｐ１ｉｎｅｏｆａｒｍｓａｎｄ ｃｈｉｖａｌｒｙ，

Ｎ［ｙｎａｔｕｒｅ，ａｎｄ

　

ｔｈｅｔｅｒｒｏｒ

　

ｏｆ ｍｙｎａｌｍｅ，

Ｔｏ ｈａｒｂｏｕｒｔｈｏｕｇｈｔｓ ｅＨｅｍｉｎａｔｅａｎｄｆａｉｎｔ！

Ｓａｖｅ ｏｎｌｙｔｈａｔｉｎ ｂｅａｕｔｙ
’ｓｊｕｓｔａｐｐｌａｕｓｅ，

ｖｖｉｔｈ ｗｈｏｓｅｉｎｓｔｉｎｃｔｔｈｅｓｏｕｌｏｆ ｍａｎｉｓｔｏｕｃｈｅｄ，

Ａｎｄｅｖｅｒｙ ｗａｒｒｉｏｒ

　

ｔｈａｔｉｓ

　

ｒａｐｔ ｗｉｔｈｌｏｖｅ

．ｏ
ｆｆａｍｅ，ｏｆｖａｌｏｕｒ，ａｎｄ ｏｆｖｉｃｔｏｒｙ

Ｍｕｓｔｎｅｅｄｓ ｈａｖｅ ｂｅａｕｔｙ ｂｅａｔｏｎ ｈｉｓｃｏｎｃｅｉｔｓ，（Ｖ．ｉｉ．１１１‐９）

　

（だが， 私という男にたいしても， 私の軍隊の紀律や騎士道にたいしても， 私の性格にたいして

　

も， それに， 私の名前の恐怖にたいしても， めめしい気の弱い考えを心にいだくとは， 何たる見

　

苦しい事だノ

　

ただし， この事だけはぬきにしてだ。 即ち， 美を正しく称讃し， その美の本能に

　

男の魂がふれる， そうすると， 名声， 勇気， 勝利を愛することに没頭しているあらゆる勇者たち

　

は， 必ず， 美をして， 自分の想像力を強く打たせる様にさせるにちがいない。）

と述べている。

　

美が詩人の頭脳に入り込むと， ある考え， ある不思議な考えを抱かせ， 勇者の頭脳に入ると，
Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅの様に奇想天外な想像力を抱かせ， 実行力を授与するのである。 即ち， 勇者は， 最高

の業績を完成しようと望み， そのための原動力となる精神を推進するためにも， 絶対に美の刺激が

必要欠くべからざるものだと考えている。 その刺激を， Ｍａｒｌｏｗｅ は

　

Ｚｅｎｏｃｒａｔｅ

　

の美しい目に求め

たのである。 これを理解して始めて次の台詞の ｉｍａｇｅｒｙ が理解出来る。

Ｅｙｅｓ， ｗｈｅｎ

　

ｔｈａｔ Ｅｈｅｎａｓｔｅｐｓ

　

ｔｏ

　

ｈｅａｖｅｎ，

ｌｎ

　

ｓｉｌｅｎｃｅ

　

ｏｆ

　

ｔｈｙ ｓｏｌｅｍｎ

　

ｅｖｅｎｉｎｇ
’ｓ

　

ｗａｌｋ，

Ｄｄａｋｉｎｇｔｈｅ ｍａｎｔｌｅｏｆｔｈｅｒｉｃｈｅｓｔｎｉｇｈｔ，

Ｔｈｅ ｍｏｏｎ，ｔｈｅｐｌａｎｅｔｓ，ａｎｄ

　

ｔｈｅ ｍｅｔｅｏｒｓ，
ｌｉｇｈｔ，

Ｔｈｅｒｅ

　

ａｎｇｅｌｓ

　

ｉｎ ｔｈｅｉｒ

　

ｃｒｙｓｔａｌａｒｍｏｕｒｓ

　

６ｇｈｔ

Ａ ｄｏｕｂｔｆｕｌｂａｔｔｌｅ ｗｉｔｈ ｍｙｔｅｍｐｔｅｄｔｈｏｕｇｈｔｓ

Ｆｏｒ Ｅｇｙｐｔ
’ｓｆｒｅｅｄｏｍ ａｎｄｔｈｅＳｏｌｄａｎ’ｓｌｉｆｅ，

Ｈｉｓｌｉｆｅ，ｔｈａｔｓｏ ｃｏｎｓｕｍｅｓＺｅｎｏｃｒａｔｅ；（Ｖ．ｉｉ，８４一

（あなたの厳粛な， 静かな夕ぐれの歩みが近ずいて， あの

　

Ｅｂｅｎａ

　

が天に足をふみ入れた時， あ

なたの目は， 月， 遊星， そして， 流星に光を与える。 そこで水晶の武器をつけた天使たちは， エ

ジプトの自由と， ソルダンの命， 即ち， ゼノク レー ト， あなたの心をその様に消耗させている父

なるソルダンの命を守るために， 私のこの星運がこもついている考えと， 不安げに戦っている。）

これは，「美しいゼノクレートの目が美を促し，非常に理智的な黙想をかもし出す。 そして，夕方

には， 天の発光体である月， 遊星に光を与える。 さらに， この月から

　

Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ

　

にはげしい

光がなげかけられ， 彼の野心的考えと対決する。」という意味内容が出て来る。
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Ｃ．Ｎ［ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

４． 生理学的 ｌｍａｇｅｒｙ

　

生理学的見地より考えると，この作品は，彼の作品中最も進歩していない個所が多く目につく。
先ず人体は四種類の成分から成立しているといった古典的な考え方から出発している。

　　

「私たちの体が元素に変る

　

Ｑ．ｉｉ．２３６）」 とか， 「私たちを四つの成分で作った自然（１工．ｖｉｉ．１８）」

とか， 成分 （Ｅ１ｅｍｅｎｔ） という言葉がよく出現している。

　　

この四つの成分とは， 周知の通り， ６ｒｅ，ｅａｒｔｈ，ｗａｔｅｒ，ａｉｒ の 事 で あ り， さらに， 四主液 （ｔｈｅ

ｃａｒｄｉｎａｌｈｕｍｏｒｓ）， 即ち， ｂｌｏｏｄ，ｐｈｌｅｇｍ，ｃｈｏｌｅｒ，ｍｅｌａｎｃｈｏｌｙ の配合具合で人間の体質や性質まで

が定まると考えている。 ｍｅｔｔｌｅ（１１．ｖｉｉ．１７）とは， そういう意味を含めた人間の性質をいっているの

である。 例えば， ユーモア（ｈｕｍｏｒ）とは液体という意味を含んでいるが， この様な考え方は， 当然

Ａｒｉｓｔｏｔｌｅ の考え方である。

　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

次に， 死に対しても特種な考え方で， この成分と密接な関係を持っている。

　　　　　

Ａｎｄ ｄｅａｔｈａｒｒｅｓｔｓｔｈｅｏｒｇａｎ ｏｆｍｙｖｏｉｃｅ，

　　　　　

ｖｖｈｏｅｎｔｅｒｉｎｇ

　

ａｔｔｈｅｂｒｅａｃｈｔｈｙｓｗｏｒｄ ｈａｔｈ ｍａｄｅ，

　　

Ｓａｃｋｓｅｖｅｒｙ ｖｅｉｎ ａｎｄａｒｔｉｅｒｏｆ ｍｙｈｅａｒｔ．（１１．ｖｉｉ．８‐１０）

　

（死は， 私の発声器官を止めてしまう， そして， 死は， お前 …Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ… の創が作った破れ

　

口の中に入って行き， 私の心臓のあらゆる血管と血液を奪ってしまう。）

　　

この中で， 発声器官を止めるという事は， 四元素の中の空気を除外する事を意味し， 血管・血

液を奪うという事は， 心臓を養なっ、ているものを奪うことを意味している。

　　　　　

Ｄｄａｙ ｎｅｖｅｒｓｐ・ｒ・ｔ，ｖｅｉｎ ｏｒ ａｒｔｉｅｒｆｅｅｄ

　　

Ｔｈｅｃｕｒｓｅｄ ｓｕｂｓｔａｎｃｅｏｆｔｈａｔｃｒｕｅｌｈｅａｒｔ；（Ｐａｒｔｌｌ．工Ｖ．ｉ．１７８‐９）

　

（精神， 血管， 或は， 血液が， あの残酷な心臓の呪われた実質を， 決して養なわないだろう。）

　　

この場合の血液にたいする Ｍａｒｌｏｗｅのｉｍａｇｅｒｙは，勿論，水と熱の結合体だという事である。
この結合体， 即ち， 四成分の構成 ｂａｌａｎｃｅ を破る事を

　

ｒｅｓｏｌｖｅ といい， この言葉が作品の中では，

非常に多く使用されている＝）
。

　

魂と肉体とを分離したｉｍａｇｅｒｙ を作者は持っている。 これは Ａｒｉｓｔｏｔｌｅと同じ様な考え方であ

って， 次の様な個所がある。

Ｍｙｂｌｏｏｄｌｅｓｓｂｏｄｙ ｗａｘｅｔｈｃｈｉｌｌａｎｄｃｏｌｄ；

Ａｎｄ ｗｉｔｈ ｍｙｂｌｏｏｄ ｍｙｌｉｆｅｓｌｉｄｅｓｔｈｒｏｕｇｈ ｍｙ ｗｏｕｎｄ：

～［ｙｓｏｕｌｂｅｇｉｎｓ

　

ｔｏｔａｋｅｈｅｒａｉｇｈｔｔｏ ｈｅｌｌ，
Ａｎｄｓｕｍｍｏｎｓａｌｌｍｙｓｅｎｓｅｓｔｏ ｄｅｐａｒｔ；

Ｔｈｅｈｅａｔａｎｄ ｍｏｉｓｔｕｒｅ ｗｈｉｃｈｄｉｄｆｅｅｄｅａｃｈ ｏｔｈｅｒ，
Ｆｏｒ ｗａｎｔｏｆｎｏｕｒｉｓｈｍｅｎｔｔｏｆｅｅｄｔｈｅｍ ｂｏｔｈ，
ｌｓｄｒｙａｎｄｃｏｌｄ；ａｎｄｎｏｗ ｄｏｔｈｇｈａｓｔｌｙｄｅａｔｈ

斬′ｉｔｈｇｒｅｅｄｙｔａｌｅｎｔｓ ｇｒｉＰｅ ｍｙｂｌｅｅｄｉｎｇ ｈｅａｒｔ，
Ａｎｄｌｉｌ（ｅａ ｈａｒｐｙｔｉｒｅｓ ｏｎ ｍｙｌｉｆｅ，（１１，ｖｉｉ，４２一５０）

（私の血のない肉体は冷え， つめたくなる／そして， 血と共に， 私の命は傷口から滑り出る。 私

の魂は， 地獄につき落ち始め， 私の感覚全部に， ばらばらになる様にと命ずる。 お互い養い合っ
て生きて来た熱と水分は， その両方を養うための栄養物が欠乏したので， 乾き， 冷たくなってい

る。 そして， 今や， 恐ろしい死が， 欲深い考えを抱いて， 私の血の流れている心臓をつかむ。
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Ｈａｒｐｉｅｓ のように， 私の命をつかみ， 八つ裂にする。）

　　

この様に， 死とは，乾き，冷たくなる事であって， 水と熱がなくなったので，ｃｏｌｄｎｅｓｓとｄｒｙｎｅｓｓ

だけになったと考え，ｉｍａｇｅｒｙ の中には四成分の中の土だけが残されている。 これが死であり， 成

分を破壊する事である。 故に，「キリスト教信者の大虐殺」 といわないで ｑｕｉｃｋｈａｖｏｃｏｆｔｈｅｃｈｒｉｓ

ｔｉａｎ ｂｌｏｏｄ（１１工．ｉｉｉ，５８） という表現が生れる。

　

では誰が死を与えるかという問題にたいしては， 作者は， 死神を登場させている。 乙女達を殺

害 しようとする

　

Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ

　

は，

Ｆｏｒｔｈｅｒｅｓｉｔｓ Ｄｅａｔｈ；ｔｈｅｒｅｓｉｔｓｉｍｐｅｒｉｏｕｓ Ｄｅａｔｈ，

Ｋｅｅｐｉｎｇ

　

ｈｉｓｃｉｒｃｕｉｔｂｙｔｈｅｓｌｉｃｉｎｇ ｅｄｇｅ．

Ｈｅｎｏｗｉｓｓｅａｔｅｄ ｏｎ ｍｙ ｈｏｒｓｅ ｍｅｎ’ｓｓｐｅａｒｓ，

Ａｎｄ ｏｎｔｈｅｉｒｐｏｉｎｔｓｈｉｓ負ｅｓｈｌｅｓｓｂｏｄｙｆｅｅｄｓ．（Ｖ．ｉｉ．４８－５２．）

　

（死神がそこに坐っているぞ。 そこに， 横柄な顔をして死神が坐っている。 人を切り切 ざむその

匁で死神の巡回裁判を続けている。 その死神は， 今や， 私の騎兵達の槍にとまり， その槍先の上

で， 死神の肉のない体は獲物を食うのだ。）

　

この様に，槍先で，真赤な姿をして坐っている彼の召使である死神に四人の乙女たちを見せる様

にと命ずるのである。 その後 「乙女たちを殺したか？」 とはいわずに，「死神に見せたか？」（Ｗｈａｔ，

ｈａｖｅ ｙｏｕｒ ｈｏｒｓｅ ｍｅｎｓｈｏｗ ｔｈｅｖｉｒｇｉｎｓ Ｄｅａｔｈ？） といっている所は， 彼の独創的な技巧を見せて

く れ る。

　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

更に， Ｍａｒｌｏｗｅの魂とは， 永久に動的なものであり， 無限に慾望というものを追求するもので

ある。

５， 地

　

理

　

的

　

ｌｍａｇｅｒｙ

　

後の画く地理的ｉｍａｇｅｒｙにも，彼独自の特色がある。 第一に， 他の作品に於ても同様な事がい

えるが， Ａｓｉａ という名称が数多く出現して来るが， 小アジヤをさしているという事である。 更に，

彼のいう東洋にも特別のｉｍａｇｅ を持っていて， 例えば，
“Ｄｒ．Ｒ似ぼれ‘ず の中にも ｏｒｉｅｎｔｉｓｐｒｉｎｃｅｐｓ

（１．ｉｉｉ．１８） という言葉が出て来ているが，
Ａｓｉａ， ｏｒｉｅｎｔ という言葉から来る印象は， 野蛮， 残虐，

無知そのものであり， 極端な ｉｍａｇｅｒｙ をとった場合， 地獄と変化している事である。 例えば

１，Ｊｏｈｎ Ｆａｕｓｔｕｓ，ｏｆ ＶＶｉｔｔｅｎｂｅｒｇ，
Ｄｏｃｔｏｒ，

ｂｙｔｈｅｓｅ ｐｒｅｓｅｎｔｓ，

ｄｏ ｇｉｖｅｂｏｔｈｂｏｄｙａｎｄｓｏｕ１ｔｏ Ｌｕｃｉｆｅｒ ＰｒｉｎｃｅｏｆＥａｓｔ．←［か 冨α“““ｓ，’１・ｉｉｉ．４ １）

　　

この Ｌｕｃｉｆｅｒとは地獄の大王の事である２）。 彼のｉｍａｇｅｒｙ はその時， その場所によって変動 し，

Ａｓｉａ も小 Ａｓｉａ と固定した概念を持たず，時としては，地中海をもさしている。 もっとも，Ｍａｒｌｏｗｅ

ばかりでなく， 当時の一般大衆がその様に理解していたのであるが。

　　

先ず， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ の登場している地理的位置と， Ａｓｉａ の範囲を考えてみると，

Ｍｅａｎ， ｏｆｔｈａｖｅ工ｈｅａｒｄｙｏｕｒ ｍａｊｅｓｔｙ ｃｏｍｐｌａｉｎ

　　　　

ｏｆ Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ，ｔｈａｔｓｔｕｒｄｙ Ｓｃｙｔｈｉａｎｔｈｉｅｆ，

　　　　

Ｔｈａｔｒｏｂｓ ｙｏｕｒ ｍｅｒｃｈａｎｔｓｏｆＰｅｒｓｅｐｏｌｉｓ

　　　　

Ｔｒａｄｉｎｇ ｂｙｌａｎｄ ｕｎｔｏｔｈｅ 訳′ｅｓｔｅｒｎｌｓｌｅ

　　　　

Ａｎｄｉｎ ｙｏｕｒｃｏｎ行ｎｅｓ ｗｉｔｈｈｉｓｌａｗｌｅｓｓｔｒａｉｎ

　　　　

Ｄａｉｌｙ

　

ｃｏｍｍｉｔｔｓ

　

ｉｎｃｉｖｉｌ

　

ｏｕｔｒａｇｅｓ

　　　　

Ｈｏｐｉｎｇ（ｍｉｓｌｅｄｂｙｄｒｅａｍｉｎｇ ｐｒｏｐｈｅｃｉｅｓ）

一４２－



Ｃ．Ｎ［ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

Ｔｏｒｅｉｇｎｉｎ Ａｓｉａ，ａｎｄ ｗｉｔｈ ｂａｒｂａｒｏｕｓａｒｍｓ

Ｔｏ ｍａｋｅｈｉｍｓｅｌｆｔｈｅ ｍｏｎａｒｃｈ ｏｆｔｈｅ Ｅａｓｔ：

Ｂｕｔ，ｅｒｅ

　

ｈｅ

　

ｍａｒｃｈｉｎ

　

Ａｓｉａ，ｏｒ ｄｉｓｐｌａｙ

Ｈｉｓｒａｇｒａｎｔｅｎｓｉｇｎｉｎｔｈｅ Ｐｅｒｓｉａｎ ｉｅｌｄ，（１．ｉ．３５‐４３）

　

（陛下が， タンバレンの事を， 即ち， あの頑強なスキト人の盗賊の事をこぼされているのを， 今

　

迄しばしば耳にして参りました。 そ奴めは， 陸路西部都国と貿易している陛下の臣であるパーセ

　

ポリスの商人たちを強奪して陛下の領土内で， 毎日無法行為をし， 不法暴行を犯し， 夢の様な予

　

言に迷わされて， アジヤを手に入れようと望み， 野蛮な武器を持って， 自ら東洋の君主にならん

　

としている。 しかし， 奴がアジヤに進軍する前に， 或は， 彼の放浪者の持つ旗をペルシャの野に

　

誇示する前に……）。

　　

歴史的に， Ｈｏｒｍｕｚ（旧 ｏｒｍｕｚ） は Ｐｅｒｓｉａ の南部にあって支那や印度の商用船舶が入港してお

り， さらに，Ｇｏａも各国の船舶が入港していて， 英国とペルシャの同盟商隊が北方 ＣａｓｐｉａｎＳｅａの

方から大陸を横断して Ｈｏｒｍｕｚ に来ていた。 上文の陸路西部諸国との貿易とは不可能となり，

Ｍａｒｌｏｗｅ は地理的に間違った ｉｍａｇｅｒｙ を持っていた事になる。 しかし， これによって， 先ず大体

の位置が推定出来， さらに， 次の，

Ｙｏｕ ｔｈａｔ ｈａｖｅ ｍａｒｃｈｅｄ Ｊｉｔｈ ｈａｐｐｙ Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ

Ａｓｆａｒａｓｆｒｏｍｔｈｅｆｒｏｚｅｎ ｐｌａｃｅｏｆｈｅａｖｅｎ

Ｕｎｔｏｔｈｅ ｗａｔｅｒｙ ｍｏｒｎｉｎｇ
’ｓｒｕｄｄｙｂｏｗｅｒ，

Ａｎｄｔｈｅｎｃｅｂｙｌａｎｄｕｎｔｏｔｈｅｔｅｒｒｉｄｚｏｎｅ，ｑｖ．ｉｖ．１２４‐７）

　

（幸運なるタンバレンと， 天の凍結している海岸から， はるか遠く， 水辺の赤い主鎚まで， それ

　

から， 陸路熱帯まで， 今迄行軍して来た諸君）

という台詞と，

　　　

Ｔｈｅｎ，
ｈａｖｉｎｇ ｐａｓｓｅｄ Ａｒｍｅｎｉａｎ ｄｅｓｅｒｔｓ ｎｏｗ，

　　　

Ａｎｄｐｉｔｃｈｅｄｏｕｒｔｅｎｔｓ ｕｎｄｅｒｔｈｅ Ｇｅｏｒｇｉｒｎ ｈｉｌｌｓ．（ｎ．ｉｉ．）

　

（アルメニヤの砂漠を通り， ジョージアの山々の麓にテントを張って）

という台詞から， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ は ＣａｓｐｉａｎＳｅａ の北部から西部に進み， コーカサス山脈を越えて，
ジョージヤ， 即ち， 黒海とカスピ海との間で合戦したという事が推定出来る。 Ｔａｒｔａｒｙ，Ｓｃｙｔｈｉａ が

Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ の， この劇における出発点であるが， この地方は，．当時の Ｅ１ｉｚａｂｅｔｈ 時代の人々には

極北にあって雪と氷に閉 ざされていたと考えられていた。 作者 Ｍａｒｌｏｗｅはこの Ｔａｒｔａｒｙ と Ｓｃｙｔｈｉａ

に対しては， 同一のｉｍａｇｅｒｙを持っている。 であるから， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ のことを，ｔｈｅｓｔｕｒｄｙＳｃγ

ｔｈｉａｎｔｈｉｅｆ）１．ｉ．３６） とか， ＷｒｈｅｒｅｉｓｔｈｅＳｃｙｔｈｉａｎ Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ？（１．ｉｉ．１５２） といっている一方，

ｔｈｅｇｒｅａｔ Ｔａｒｔａｒｉａｎｔｈｉｅｆ（１１１．ｉｉｉ．１７１） ともいえるという事になる。

　　

その後主人公は， ペルシャを征服し，
Ｚａｂｉｎａ， Ｅｂｅａ，Ｆｅｚ， Ｍｏｒｏｃｃｏ，Ａｒｇｉｅｒ を支配しているト

ルコ皇帝 Ｂａｊａｚｅｔｈを捕虜にし， 彼を虐待し， 自殺せしめ， 他の者たちに， ＴａｍｂｕｒｌａｉｎｅｉｓＬｏｒｄｏｆ

Ａｆｒｉｃａ．（１１１．ｉｉｉ．２０２） といわれ， 彼自身も， 次の様に望む様になる。

Ｔｈｏｓｅｗａｌｌｅｄ ｇａｒｒ・ｓｏｎｓ ｗｉｌｌｌｓｕｂｄｕｅ

Ａｎｄ ｗｒｉｔｅ ｍｙｓｅｌｆｇｒｅａｔｌｏｒｄｏｆＡｆｒｉｃａ．（１１１，ｉｉｉ２４４‐５）

　

（私はその様な城壁でめぐらされた守備隊を征服し， 自らアフリカの偉大なる王になるのだ。）

　　

この様に， カスピ海の北西部から， 地中海， アフリカと地理的ｉｍａｇｅｒｙ は拡大し， 次には， こ

の様な現実的限界を超越し， 天文学的次元に投入し， 運命の神をしっかりと鉄の鎖に縛りつけ， 中

ｒ４３「



渡

　

部

　

一

　

雄

世的な， 宗教的な世界を創作して行くのである。

　　

ここで， 彼は独創的な技巧を使用して， その次元の転換に成功している。

Ｔａｍｂ． ｌｗｉｌｌｃｏｎｆｕｔｅｔｈｏｓｅｂｌｉｎｄ ｇｅｏｇｒａｐｈｅｒｓ

Ｔｈａｔ ｍａｋｅ
・
ａｔｒｉｐｌｅｒｅｇｉｏｎ

　

ｉｎ

　

ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ，

ｌｎｃｌｕｄｉｎｇｒｅｇｉｏｎｓ ｗｈｉｃｈｌ ｍｅａｎｔｏｔｒａｃｅ，

Ａｎｄ ｗｉｔｈｔｈｉｓｐｅｎ ｒｅｄｕｃｅｔｈｅｍ ｔｏ ａ ｍａｐ，

Ｃａｌｌｉｎｇｔｈｅｐｒｏｖｉｎｃｅｓ，ｃｉｔｉｅｓ，ａｎｄｔｏｗｎｓ

Ａｆｔｅｒ ｍｙｎａｍｅａｎｄｔｈｉｎｅ，
Ｚｅｎｏｃｒａｔｅ

Ｈｅｒｅ

　

ａｔ Ｄａｍ．ａｓｃｕｓ Ｗｉ１１・ ｍａｋｅ

　

ｔｈｅｐｏｉｎｔ

Ｔｈａｔｓｈａｌｌｂｅｇｉｎｔｈｅｐｅｒｐｅｎｄｉｃｕｌａｒ；ＱＶ．ｉｖ．７７‐８４）

　

に の世界に三つの大陸……アメリカ， アジヤを含むヨーロッパ， 及びアフリカ……を置いてい

　

る様な盲目的な地理学者に反論して， 私が突止めようとしている地域を含め， それを， このペン

　

で一枚の地図に縮少し， その国 ，々 町々に， 私の名前， それにあなた， ゼノクレートの名前をつ

　

けて呼ぶのだ。 そこで， 私はダマスカスを経度００の点と定め， 天空に垂直面を立てるのだ。）

　　

この経度 び にするという考えの中には， 現代の英国の グリニッジ天文台を通る子午線（び）を

ｉｍａｇｅ に画き， 地球全体を宇宙から見る， 支配するという

　

ｉｍａｇｅ

　

であって， 太陽を征服し， 自分

を太陽に置換している事は明白な事である。 これは次の台詞からも知り得る。

Ｔａｍｂ． Ｆｏｒｌ，ｔｈｅｃｈｉｅｆｅｓｔｌａｍｐｏｆａｌｌｔｈｅ ｅａｒｔｈ

　　　　　

Ｆｉｒｓｔｒｉｓｉｎｇｉｎｔｈｅｅａｓｔ ｗｉｔｈ ｍｉｌｄａｓｐｅｃｔ，

　　　

Ｂｕｔ行ｘｅｄｎｏｗｉｎ ｔｈｅ ｍｅｒｉｄｉａｎｌｉｎｅ，ＱＶ．ｉｉ，３６－８）

　

（私が全地上の最たる光明であって， 温和な容ぼうをして， 先ず東に昇り， 現在は最高点である

子午線内に定着しているのだから）

　　

このｉｍａｇｅｒｙは東方から西方に向って征服しているという事と，太陽が即ち自分であるので定

着 しているという事である。

　　

この様に地球上の人間を支配するためには高度が必要となって来るが， 精巧にも， 作者は， こ

の高度を三つに区分 している。ｔｈｅｔｒｉｐｌｅｒｅｇｉｏｎｓｏｆｔｈｅａｉｒ（工Ｖ．ｉｉ．３０） がそれであって，ｉｍａｇｅｒｙ

としては， 理論的に空気層， 大気層， 天空の三つだと推定される。 この様に， Ｍａｒｌｏｗｅ の地理的

ｉｍａｇｅｒｙ は， 半ば天文学的 ｉｍａｇｅｒｙ である。

６． 宗 教

　

的 ｉｍａｇｅｒｙ

　　

この問題については，Ｔｉｍｕｒ，作者，作中人物，更に， 歴史的宗教事実といった四方面からの検

討が必要である。

　

先ず Ｔｉｍｄｒ とは， もともと， 成吉思汗の偉業に傾倒するモーコ人であると同時に， ＡＩ１ａｈ

　

の

神を唯一絶対の神とするイ スラム教の勝利を確信するトルコ人でもあった。 したがって，Ｔｉｍｏｒの

宗教的理想は， イスラムの世界を建設し， これを媒介として， 蒙古世界帝国を再建しようというと

ころにあった。 元来， この成吉思汗が崇拝しており， 超自然な世界と強い関係をもっているシャー

マン教と， 今述べたイスラム教とは相矛盾する宗教的要素を内蔵している。

　

１４０５年２月，Ｔｉｍ日ｒが明朝征服に出発 し， その途中で， オ トラルで病死 しているが， この明朝

とは， 周知の通り， 偶像（崇拝）教徒である。イスラム教は， この偶像崇拝を否定し， 時には， 戦争

の糸口にもなっている。 一方， このキリスト教にも偶像崇拝の底流がある。

一４４「



Ｃ．Ｎ１ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

　

作者 Ｍａｒｌｏｗｅ は， 前者のシャーマニズムの中に主人公を織り込み， 他の宗教を無視し， 自然

の霊を人間

　

Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ

　

の中にのりうつらせ， 彼の肉体をかりて， 種々の行動をとらせようとい

う根本的な宗教的ｉｍａｇｅｒｙを持っていた。

　　

それ故， この様な状態にある主人公は神がかりの状態に充分なり得るし， 一方， 他宗教信者，

例へば， キリス ト教徒やマホメッ ト教信者にとっては， 中世的な， 何か Ｔｅｒｍａｇａｎｔ の様な感を与

えるであろうが， その ｉｍａｇｅｒｙ も終始一貫しているものではなく， 神えの依存から， 神の征服え

と展開 している。

　　

ペルシャの王は Ｊｏｖｅ を，Ｚｅｎｏｃｒａｔｅ， トルコ皇帝 Ｂａｊａｚｅｔｈ，その妻 Ｚａｂｉｎａ，及びエ ジプトの王

Ｓｏｌｄａｎ は Ｍｏｈａｍｍｅｄ を信じている１２）
。 さらに ｔｈｅｃｒｕｅｌｐｉｒａｔｅｓｏｆＡｒｇｉｅｒ（１１工，ｉｉｉ．５５）とある

様に Ａｒｇｉｅｒ ではキリス ト教徒を迫害 している

　

ＱＩＩ．ｉｉｉ，５５－５８）。 即ち， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ はシャーマン

教で， マホメット信者を迫害し， キリスト教信者は叉，彼等に迫害されるというｉｍａｇｅｒｙ である。

　　

で は，
Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ が口にする神とは何であろうか。

Ｔａｍｂ． Ｔｈｅ ＣｈｉｅｆｅｓｔＧｏｄ，６ｒｓｔ ｍｏｖｅｒｏｆｔｈａｔｓｐｈｅｒｅ

　　　　

Ｅｎｃｈａｓ’ｄ ｗｉｔｈｔｈｏｕｓａｎｄｓ ｅｖｅｒｓｈｉｎｉｎｇｌａｍｐｓ，ＱＶ．ｉｉ８－９）

　

（神の主， 即ち， 数限りなく永遠に輝く光でちりばめられたあの最初の動体は，）

とあって太陽を暗示 している。 しか し， Ｍａｒｌｏｗｅ の太陽に対する

　

ｉｍａｇｅｒｙ はもっと独創的なもの

であって， 圧迫する， 威圧する， 優勢であるという概念が含まれていて， その中に， 前に述べた四

つの成分に関する概念が含まれ， 数量， 力量， 勢力， さらに， 三重の層の上位にあるという

　

ｉｍａｇｅ

を含んでいる。 こういうｉｍａｇｅｒｙを一言で表現されているのが， 第五幕第一場４５行目のｔｈｅｏｖｅｒ

ｗｅｉｇｈｔｉｎｇ ｈｅａｖｅｎｓ

　

である。

　　

地獄， 極楽についても複雑精巧なｉｍａｇｅｒｙ を持っていて， 例えば，ＣｉｍｍｅｒｉａｎＳｔｙｘ（Ｖ．ｉｉ．１７１）

の Ｃｉｍｍｅｒｉａｎｅ とは， Ｈｏｒｍｅｒの詩によく出て来る世界の西のはての霧と暗黒の世界であって地上

のものであり， 一方 Ｓｔｙｘ とは， 周知の通り， よみの国を七周りするという死の国に入るｉＨの事で

下界のものである。

　　

極楽について述べると，
Ｇｉｈｏｎ’ｓ１３）ｇｏｌｄｅｎ ｗａｖｅｓ（工Ｖ．ｉｉ．６０） では， ｏｘｕｓ と極楽の両方を想

像し， 中央アジヤをも意識している。

７． 資 料 と 改 作

資料である

　

Ｔｉｍｄｒ

　

の歴史的記録の概要を述べると次の様になる。

　

１３３６年４月サマルカン ドの南方の山間の一都会 （Ｋｅｓｈ）渇石の近郊で生れた。 この出身につい

ては， 二つの説があり， 成吉思汗の周族の名家の後商だとする説と， 名もない， 一牧人の子だとい

う説である１４）。 中国では帖木児と書き， ヨーロッパ人がタメルラン Ｔａｍｅｒｌａｎｅ と呼ぶのは， イ ラ

ン人がチムール・ラング Ｔｉｍ日ｒＬａｎｇ（びっこのチムール） とあだ名 したものがなまったものであ

る。 しか し， 事実と してはせいぜいトルコ人化 したいわゆるチャガタイ， トルコ人の小貴族の家に

生れたというクラビホの伝聞が最も正しい様である。

　

１３６９年，明の太祖の即位の翌年， 西チャガタイ汗国の混乱に乗じて隊起し， 前に述べた様に，

Ｓａｈｉｂ‐ｉＫｉｒａｎの尊号を受けた。 その後東チャガタイ汗国を降し，イル汗国を併わせ，キプチャク汗

国を従えている。

　　

１３８０年， ペルシャ方面の遠征を計画， その頃のペルシャは 工ｌｋａｎ国最後の君主たる

　

Ａｂｕｓａｉｄ

の殺後， 幾多の小邦に分裂して， 秩序が乱れていた。

－

　

４５－
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１３８９年，ｌｓｐａｈａｎを占領してペルシャの東半を併有する事が出来た。 その後欽察の役が終って

１３９２年に， ペルシャの西半を征服 しようと したが，ＣａｓｐｉａｎＳｅａ の南岸なる Ｍａｚａｎｄｅｒａｎ 附近を取

り， 翌年南に向って進軍，Ｓｈｉｒａｚを占領し， 西に転じて Ｂａｇｈｄａｄ を攻撃 し， スルタン， Ａｈｍｅｄを

追って， これを略有 している。

　

１３９４年， 北方に進み， Ｇｅｏｒｇｉａ を征服 した。 この時， 欽察の役で彼に背いたトカトミシュが再

び抗戦 したので， これを

　

Ｃａｕｃａｓｉａ 地方で撃破， その者を位から却けて， その敵手ウルスを立て，

次いで， Ｍｏｓｃｏｗ の領土に入って， Ｄｎｉｅｐｅｒ 河畔に達した。

　

１３９６年，サマルカン ドに凱旋 し， 勢威西方及びカスピ海の南北みな彼の足下に拝脆 した。

　　

１３９７年， 印度に対 し遠征軍を起 し， １３９８年， 親ら兵を卒いて Ｈｉｎｄｕｋｕｓｈ 山脈を越え， Ｃａｂｕｌ

方面より 工ｎｄｕｓ 河を渡り， Ｄｅｈｌｉに向い，Ｊｕｍｎａ 河畔で， スルタン， Ｍａｈｍｕｄ 軍に会して， 大い

にこれを破り， 直ちにデーリに進んでこれを占領した。

　　

１３９９年， トルコ （ｏｔｔｏｍａｎ Ｔｕｒｋ を討たん
，
と して， 西軍， Ａ１ｅｐｐｏ （バグダット・アレッポ）

Ｄａｍａｓｃｕｓ を経て， 小アジヤに向い， １４０２年， Ａｎｇｏｒａに行軍して， 難攻不落の都市を征服し， ス

ルタン， Ｂａｙａｚｉｄの軍を破った。 ここで， 彼の領土は東はガンガ （Ｇａｎｇａ＝Ｇａｎｇｅｓ） 河の上流より，

西は地中海に及んだ。 更に征服慾旺盛な彼は， 支那， 明帝国への遠征を企て，１４０５年の初め，Ａｍｕ

Ｄａｒｉａを渡り， ｏｔｒａｓに到り， ここで病のため， ２月１７日に， 広大なる土地をすてて永眠した。

　　

彼は少年時代， 家畜泥棒をしたため受けた私刑でびっこになったという説もある。 しかし， ７

歳の時からアラビヤ語の教育を受け，陣頭に立ってからも文事に対する趣味を持っていた。２０歳の

時， Ａｍｅｅｒ Ｋｕｒｇａｎ の孫女 Ａ１ｉａｚＴｕｒｈｈａｎ Ａｇａ を婆った。

　　

「成吉思汗は破壊し， ティムールは建設した」 といわれている程， 特にサマルカン ドを熱愛し

モンゴル族の征服やその後の内乱による荒廃から立直おらせ， この地は文化の中心となっている。

　

Ｔｉｍｄｒの容姿は，勿論， 身躯長大， 蔓肩格にして長髪美しく風に動き， 員に英雄の風貌を具え

ていた。

　　

即ち，この作品の様に婚約者のある女性を力で要り，強盗，虐殺，暴君というｉｍａｇｅｒｙ はなく，

むしろ， 虐主暴君より人民を救うのが目的であった様だ。 戦に次 響こ戦を以てした時， 一部には野

蛮なる戦勝者という感を与える可能性があるが， 戦陣の間に吟味を試み， 学者・詩人を尊重して，

一時トルコ文学の盛運を開いた淵源が， 実は彼 Ｔｉｍ日ｒ なのである。

　　

作中の Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ は頭書において旅人を掠奪するところから開幕されているが，実際では，

破壊したといわれる成吉思汗でさえ， 永遠の蒼天の感力なる加護を信じた成吉思汗でさえ， その西

正の原因は， 隊商とともに答祉使を Ａｍｎ 河三角州にあるトルコ種王朝フワ←リズム国に遣し， 交

易関係を樹立しようとした時， 反対に， 隊商は ｏｔｒａｒで掠奪され，或は， 知事の命令で虐殺された

ところにあるのである。 作者のｉｍａｇｅの中にはこの両者が融合されている。

８． 資 料 と芸 術 性

　

作品の価値は， その資料の多様性と正比例する， といっても過言ではない。 以上述べて来た様

に， 使用する言語を芸術化するのに適切な ｉｍａｇｅｒｙ を充分に内蔵している蒙古人であり， かつ叉，

シャーマン教徒である Ｔｉｍ日ｒを資料として着眼したところに， 作者 Ｍａｒｌｏｗｅの劇作家， いや， 詩

人としての心を発見し， 更に， Ｔｉｍ日ｒ の持つ観念， 性格， 社会的， 心理的体験を Ｍａｒｌｏｗｅ自身の

間接的な経験として， 一度は， 副合同化して， その後， その複雑なものを緊密に， 独創的に統合し

たところに， 彼の芸術性を見い出すのである。

－

　

４６

　

－



Ｃ，Ｎ１ａｒｌｏｗｅ

　

の ｌｍａｇｅｒｙ

　　

この事は， 現代作家にも， 次の様な一種の規範を示してくれる。 即ち， 芸術として評価出来る

文学作品の材料とは， 一つの水準においては， 言語であり， もう一つの水準においては， 人間行為

の体験であり， さらに別の水準においては， 人間の観念と態度であるという事を。

　　

Ｍａｒｌｏｗｅ の言語 こたいする

　

ｉｍａｇｅｒｙ は， 言語とは新鮮であり， 常に注意がはらわれなければ

ならず， 人の心を奪うものでなければならない， という事である。 人の心を奪うためには， 彼は次

の様に考えた。 即ち， 古語の方向に， 或は， 縁の遠い方向に， 或は， 野蛮の復帰とでもいいえる様

な， 残虐な， むしろ， 原始的な方向に様式化しなければならないというのである。 そこにあるもの

は， 空想力の統合であり， 統合されている資料の量であり， 多様性である。 その統合も緊密度がな

くてはならず， その多様性， 複雑性というものは， 第一に， 内蔵しているｉｍａｇｅｒｙ の量であり， 主

題であり， 基調であり， 筋であると同時に， 語法， 文章論， 作詩法を重視するという事である。

　

高度の価値をもつ作品とは， この様に， 高次の構造においても， やはり， 複雑なものであるが

その複雑なものを， 時代的な釣合， 或は， 妥当性という感覚で把握しており，「大衆に味あわれ，か

つ， 楽しまれる作品」 を創作しようとした Ｍａｒｌｏｗｅ の技能も， 価値評価の対称とすべきである。

　　

Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ の作品ばかりでなく， 一般に，Ｄｒａｍａにおいては， 筋， 性格描写， 言語， リズム

順次明瞭化してゆく意味内容， といった要素が重要な骨子となるであろうが， 対称とする大衆の智

的素質をも考慮に入れてこれらの要素のいずれを重視するかという事であって， 大衆の人気を得た

という事は， 頭書より“鼠ｍ“彰だ の様な作品を意企していたのではない， という事である。 この事

を度外視した場合，筋，或は又性格描写が不十分だと評価される可能性がある。Ｐｒｏｌｏｇｕｅに述べて

いる様に， 作者は， 言語を常に意識し， 美しい Ｂ１ａｎｃｋ Ｖｅｒｓｅ を大衆に披潤しようというのが第一

の眼目である。 即ち，ｒｈｅｔｏｒｉｃａｌ
ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ である。 Ｍａｎａｇｅｗｏｒｄｓｗｉｔｈｈｅｒ，ａｓｗｅｗｉｌｌａｒｍｓ．（１１工．

ｉｉｉ．１３１）（武器を上手に使う様に， 彼女と言葉を上手にあやつってくれ）といい， この作品の中には

その雄弁術の最高の範例を示そうと作者が力を集中した個所が随所に感じられる１５）。

　　

彼は， この雄弁の中に， 独自の警告的， 予言的要素を入れ， 時には ｍｅｔｏｎｙｍｙ
１６）（転輸）という

技巧を使用している。 しかし， 大獅子の様な台詞の途中， 突然， 急変降下するという欠点は， やは

り認めなければならない

Ｔａｍｂ． Ｂｕｔｇｏ，ｍｙｌｏｒｄｓ，ｐｕｔｔｈｅｒｅｓｔｔｏｔｈｅｓｗｏｒｄ

　　　　

Ａｈ，ｆａｉｒＺｅｎｏｃｒａｔｅ，
ｄｉｖｉｎｅＺｅｎｏｃｒａｔｅ，（Ｖ．ｉｉ．７１－２）

　

（行くのだ， 諸公よ， 他の者たちに戦の準備をさせい。 おう， 美わ しきゼノクレートよ， ……）

　　

しかし， この様な欠点は余りにも些細な事である。 彼の意企したものは， 残酷性， 大虐殺の現

場を演じることなく，言語という強力な武器で表現しようとしたし，叉出来ると自負した事である。

作者は， 舞台上で， 一度も流血的残虐行為を主人公にさせていない。 例の四人の乙女たちの虐殺も

同様である。 想像の場を， より以上に強力に表現するためには， 言語の方がより効果があると考え

さらに， 彼の ｉｍａｇｅｒｙ の中では， 肉体的苦痛よりも， 精神的苦痛に重点を置いている１７）。

　　

作者 Ｍａｒｌｏｗｅ は大衆の心の持主であった。ｉｍａｇｅｒｙ の中には， 常に主人公と一定の距離を保

っているというのが他の作品にも察知出来る特色の一つである。 一般大衆の心の中には‘闘争的で

あり， 残酷な本能が潜在していると同時に， この様な騎慢な者が没落して行く過程にも快感をあぢ

わうという事である。 この ｉｍａｇｅｒｙ はギリシャ悲劇型式の 一部であって， Ｔａｍｂｕｒｌａｉｎｅ が絶頂に

到達した時， 大衆は， 又作者は， ひそかに， 彼の衰額を希望し計画していたのである。

　　

この様に考えると， 彼は第一部のみでは完成した作品だと考えていなかった， と断定出来るし

この一部は中断されたものである， ともいえる。 現に， 第一部の最後は， 征服に征服を重ね， 美し
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いゼノクレー トと結婚式を挙行する所で終っている。 Ｐｒｏｌｏｇｕｅで言及している様に，この作品は悲

劇なのである。 多くの批評家は，「第一部が余り好評なので， それに答えて第二部を書いた。」 と述

べているが， これは不合理である。 （３９．４．１６）
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征服慾の表現， 虐殺の現場を出さず， それを言語で表現する。ｅｔｃ．
１６） Ｔｅｘｔ．Ｖ．ｉｉ．・３４ の ｂｌｏｏｄｓ，或は Ｃｏｎｄｅｎｓａｔｉｏｎ．

１７） 例えば， 檀に入れられて引き廻されたり， 足台にされたり， 大衆の目前で残飯を剣の先で食はされる

　

Ｂａｊ＆

　

ｔｈｅｓ 王の如きもの。

一４８－


